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八
卷

(} 

o六六)

雜
撒
淡
即
行
政
敗
上
個

A\
§地位

利
银
？
特
殊
階
級
の
蒇
利
を
念
ど
し
て
公
典
の
政
治

 ̂

與
る
可
か
ら
す
^
*云
ふ
立
患
政
治
の
@

則
を
破
却
す 

る
危
險
性
を
有
し
て
居
るO

:

獨
逸
の「

ク

ダ

グ」

1
場 

の
所
在
地
た
るH

ッ
セ
ン
に
在
A
て
は」

級
選
擧
人
は 

總
選
擧
人
約
ニ
莴
人
の
中
僅
か
三
名
に
過
ぎ
ず
、1

級 

1
1

級
を
合
算
す
る
&
猶
.ほ
四
西
餘
人
R
過
ぎ
な
か
つ
れ 

こ
ど
が
あ
る
。
然
も
此
の
少
數
の
者
か
實
R
市
會
議
員 

の
大
半
を
選
定
す
る
の
事
實
を
見
て
は
唯
々
驚
く
の
外 

は
な
い
。
叉
各
階
級
の
被
選
考
の
少
な
く
^
も
半
動
は 

家
屈
の
所
有
者
れ
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
ど
の
規
定
さ
へ
あ
’ 

る
。
肫
の
規
定
の
之
有
る
か
爲
め
に
1
1一
級
選
擧
人
の
.蒙 

る
苦
痛
は
ま
た1

通
，

CV

で
な
い
？
之
が
爲
め
に
現
に
三 

級
選
擧
人
が
本
來
蓮
み
も
し
な
い
人
物
を 

一
ニ
級
所
屬 

の
s

- ^
人
の
中
か
ら
選
出
し
れ
實
例
が
あ
る
o
事
茲
に 

到
つ
て
は
最
语
ゃ
合
理
不
合
理
の
問
題
で
«
な
く
て
、
 

殆
ん
と
滑
稽
に
近
い
0
選
擧
«
何
が
爲
め
忆
行
ひ
、
選 

擧
制
度
は
如
何
な
る
目
的
を
有
す
る
が
を
反
問
す
る
ま 

セ
も
な
い
の
だ
。
思
へ
ば
保
守
的
政
治
家
の
傲
守
败
策

鑛
t

I

I

程
愚
劣
な
も
の
は
な

s
o<
,

.

.

.

.

.

 

-
 

必/

法
は
吾
人
共
同
生
活
の
準
則
で
あ
る

O

罟
人
は
11
:

#

^
 

•同
の
生
活
を
全
ぅ
す
る̂

が
に
法
を
®
ん
じ
、
又
法
f
c
 

一
當
然
服
從
し
な
け
れ
ば
な&
ぬ

。

龊

者

も

弱

葱

も

"
.
又 

富
者
も
貧
者
も
共
に
等
し
<
法
に
驟
東
さ
れ
ね
ば
な& 

,
ぬ
:°
^
義
は
法
の
母
で
あ
^

'
法
は
.

1

視
同
t
Tr
.6:
る 

. 

'
さ
は
去
b
乍
ら
、
法
夫
れ
自
身
は
決
し
て
萬
能
の
力
を 

有
す
る
も
の
で
な
いO

法

は

不

正

を

韵

し

’

騷

を

防

じ
 

こ
ど
が
出
來
る
に
し
てI 

"不
5£
邦
f

0 -
、
惡
其
の
も 

の
*
減
？

I

が
な
ぃ 

o
lI
f
c
oso
s

MO
go
f
«0 

社
會
を
構
成
す
る
吾
人
の
頭_
宿
び
0
人
を
離
れ
て
法 

な
し
P
法
を
殺
^
も
活
か
す
も
實
は
各
人
の
良
由
で3> 

る
，
勝
手
f
あ
る
0:
■
會
改
善
の
問
題
は
或
る
程
度ま 

で
法
制
改
草
の
問
題
で
わ
る
が
、
其
の
根
本
に
於
て
は 

常
.に
各
人
の
自
己
內
省
を
要
求
し
.て
止
ま
ぬ
の
で
あ
な 

鲁
國
の
政
治
家
が
法
制
の
改#
^'
:
爲
す
ビ
爲
さ
で
る ̂

は
敢
で
我
れ
の
關
す
私
所
で
な
い0.
:
併
し
我
れ
は
我
於

1
1
!
I

11

法
制
を
改
善
す
る
ど
共
に"
又

之

を

活

か

す

の

H
,

風

.が 

.な
く
て
は
な
&

g

の

で

あ

る
'0
.

1

,

(

完
.

)

ノ.

.

.

.
•
米

國

聯

謂

新

所

得

税

法(

下)

.
* 

' 

' 

• 

. 

- 
- 

■

向

、
#

;
鹿

■松

パ

- 

.
丨

\

H

、
課

親

率
'- 

.
課
率
に
付
き
硏
究
す
べ
き
は
弥
稅
ビ
猪
進
稅
率
ビ
の 

十
一
問
題« :

6

0

 

. 

. 

’

第

一

の

問

題

に

關

し

特

に

注

意

を

要

す

るは
、
新

稅
 

法

か

各

個

人

に

適

用

さ

る

る

は

：其

所

得

三

千

卵

を

超

過
 

\

し

た

る

場

合

に

限

る
こv

j

こ

れ

な

h

?

M案
に

於

て

は 

\

此

の

免

税

點

を

四

千
® ;

?

な

し

た
h

し

か
 

>

餘

6

に

高
 

\

き

に

過

ぐ

る

を

以

て

中

途

修1£
し

て

之

を
1
1
1千

茆

ビ

な
 

\

し

、

子

供

あ

る

も

の
R

對

し

て

は

此

の

上

五

百

弗

又

は
 

1

千

弗
^

高

む

る

こ
S

 

>

せ

6

0
然

れ

ど

も

結

周

此

子
 

供

に

對

す

る

免

税

規

定

は

削

除

せ

ら

れ

、

其

の

代

々

結
 

婚

せ

る
.

者

に

對

し

て

は

免

桃
®

.

を

三

千

弗

の

上
®

:

^1

' 

千
^

■

を
加
ふ
る
こ
：
、
な

れ

但

し

結

娘

せ

る

も

の
 

に

對

す

る

此
#

針

四
,

弗

の

免

税

規

定

は

同

居

せ

る*

第

八

僻(

一
0

六
七)

錄
米
國
饊
邦
新
所
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銳
法
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八

猎
2

2
ハ
八)

雜
錄
浚
阈
樹
邦
新
所
得
魏
後

婦
の
總
針
所
捋
に
付
て0
み
適
用
せ
&
る
、
も
の
な
6 

尙
、此
免
桃
領
に
付
き
注
意
す
べ
き
は
、
此
規
定
は
所
得 

額
の
如
何
を
問
は
ず
、
凡
て
芥
所
得
の
最
初
の
三
千
卵 

(

前
述
せ
る
夫
婦
の
場
合
は
四
千®)

に
ft
き
適
用
せ
ら 

る
、
換

-1
»
す
れ
ば
如
何
.る
な
場
合
に
て
も
純
所
得
中
ょ 

6
三
千
卵(

又
は
0
チ
卵)

を
控
除
し
た
る
殘
額
を
以
て 

課
税
所
得
^
な
す
も
の
な
ぅ
？ 

i 

j 

新
稅
法
案
審
議
中
に
於
て
、
こ®
免
稅
點
を
餘
ぅ
R | 

高
き
に
過
ぐ
るVJ.

な
し
之
を
批
雛
す
る
も
の
少
な
か
ら

| 

ざ
^N

き
。
然
る
に
此
の
點
を
以
て
適
當
な
む
ど
な
す
論

j 

遨
は
之
か
理
由
を
說
明
し
て
日
く
、

(
〗
)

此
の
免
税
額 

は
#
人
か
生
活
を
維
持
す
る
に
必
要
な
る■最
少
限
度
S 

寧
ろ
来
國
の
生
活
程
度
に
於
て^°
|
°̂
.

る
生
許
の
最
少
必
‘要
M
ど
見
る
ベ
き
も
の
な'
.

C
N
O

蓋
し
一 

米
國
に
於
て
は
三
人
.乃
至
五
人
の
子
女
を
有
す
る
一
家 

族
か
安
樂
に
注
活
を
な
し
，
其
の
子
女
を
し
て
大
學
敎 

育
を
受
け
し
め
ん
に
は
四
千
滞
を
要
す
ベ
く
、
.夂
«-
_

に
?>
办

て

，
は
一
一
一
千
弗
を
要
す
ベ
し
。

'
0
1さ

米

國

中

央

：
政

维

八

锬

1

泜
八

庥
の
課
す
る
間
接
銳
は"
所
得
少
な
き
#
に
對
し
^
擔 

を
加
：ふ
る
こ
ビ
大
な
る
か
故
杞
、
今
所
得
稅
の
免
稅
點 

を
此
較
的
高
度
に
置
く
ビ
き
は
此
の
負*

©
不
公
平
を 

織
5£
'
;1
>
得
べ
し
:0(

三)

殊
に
之
れ
に
ょ
ぅ
て
行
政
上
無 

用
の
«
用
ビ
不
斷
0
繁
雜
^
を
避
ぐ
-̂

こ
$
を
得
を
の 

1.

事
は
.凡
て
の
批
雛
を
排
除
し
'て
餘̂v

あ
る
可
し
ど
0 

,是
等
の
it
點
は
立
法
當
局
激
の
顧
慮
し
た
る
處
な
る
は 

勿

論

な

る

か

、
.
免

稅

點

を

か

か

' る
高
度
に
定
1/

る
に
ま 

が
た
る
极
本
の
理
由
は
別
に
政
治
上
に
存
す
る8

0

0'
 

蔻
|.
米
國
の
如
き
普
通
選
擧
の
行
は
る
る
國fc
於
て
は
‘
 

政
治
上
に
於
け
る
下
層
社
會
の.權
カ
大
な
る
か
&
に
、 

若
し
所
得
稅
の
免
税
點.を
麕
す
る
か
又
は
低
き
に
®
か 

ん
か
、
必
ず
や
彼
等’の
反
感
を
招
き
、
.れ
め
に
か
か
る 

修
正
に
養
成
し
た
る
議
員
杖
忽
ち
自
已
の
政
治
的
立
場 

を
失
ふ
に
至
る
ベ
く
隨
つ
て
其
の
法#
も
到
底
永
®
せ 

ざ
る
ベ
き
，か
故
な
ぅo
然
が
ビ
公
平
な
る
眼
を
以 

て
す
れ

..ば
"
免
稅
點

.を
！11汙

沸

(

又
は

®
千
卵

〕

？
な

髮
f$

婆
&
.
.
I
夷洛采

f 

■
'•各
V
.
? 

f
s

K!
:

て
之
に
ょ
3
て

其

の

所

變

以
'て
相
當
©
趙
活
を
.な

し

，
 

ヤ
銜
餘
裕
ぁ
る
者
に
課
稅
む
以
て
米
國
粗
稅
制
堞
全
般 

0
土
に
於
て
顧
爝
の
公
平
を
期
す
る
こS
を
得
.る
な

合
衆
國
軟
府
の
公
債
の
利
子
を
無
晚
ご
す
る
規
定
に 

付
て
は
何
等
の
議
論
を
生
せ
ざi
き
o
.こ
れ
政
府
公
債
_
 

の
额
多
か
ら
t

:

典
の
大
部
分
は
國
立
銀
衍
のf

f

c
 

係
る
が
故
な
b

Q
さ
れ
ど
今
後
若
し
政
府
公
債
に
し̂ 

秘
人
の
竽
に
歸
す
る
も
の
大
部
分
を
占
む
る
に
至'&
ん 

か
"
必
中
や
國
家
信
用
の
維
持
を
生S
す
る
か
、
將
た 

粗
稅
の
公
平
を
主
ど
す
る
や
に
付
き
困
難
な
る
間®
を 

生
ず
る
に
至
ら
ん
o
最
後
に
千
九
百
九
年
の
法
律
は
會 

11
:
所
得
五
千
弗
に
對
し
て
免
桃
の
规
定
を
存
し
た
&
し 

沢
、
現
行
独
は
此
規
定
を
削
除
し
た

-
C
H
O

。

;

.

.一
 

.
次
に
論
す
べ
き
は
粱
進
稅
率
を
課
す
る
た
め
妃
所
得 

金

額

の

多

^

に

應

じ

て

之

に

等

級

を

附

す

る

問

題

な

务
 

裙
進
税
率
を
課
す
る
こ̂

の
主
義
^
し
て
正
當
な
石
こ 

ビ
は
一
般
に
承
認
せ̂

れ
じ
處
に
^
て
議
論
亦
生
せ
ざ
、

館

八

饴
2

0
六
九)

鲦

雜

米
賴
獅
邛
I

得
魄
法
.

#
髮
炉
0
千
八
西
*

^
四
年
の
法
律
案
財
_
の 

當
時
忙
坨
す
れ
«

_
の
，
發

達

：の
：跡

を

見

る

を

得

：ベ

じ

。 

等

級

を

附

す

名
.こ

？
^
關

し

起

：草

潜

の

最

も

®

雛

を

感
 

じ

た

る

(
1
)

如
何
は
ム
て
累
進
税
率
制
度
€
徵
桃 

方
法
ビ
を
調
和
せ
し
む
ベ
き
や、c 
二)

又
如
何
に
せ
ば 

■.累
進
税
_
に

關
-:
1
.過
激
な
る
：意
見
.を
有
す
る
も
の
の
要 

浓
%

^
け
得
る
や
の
ニ
點
^
存
じ
^

&

&

0
 

第1

の

間

題

は

次

に

：述

ぶ

る

遡

源

法

'に

關

す

る

兔

の
 

It
し
て
、
所
得
税
を
徼
收
す
名
ド
際
し
所
得
を
：受
く
る 

も
の
ょ
j
せ
ず
し
て
、
之
を
tt
®
ふ
も
の
ょ
ぅ
納
付
せ 

^

^
る
場
.合
^
は
累
進
«
率
を
課
す
る
こ
S
困
難
な
る 

v S

之
；な

‘例
之
會
社
0
ff
c
债
を
有
す
る
も
の
に
は 

大
資
鹿
家
も
?>
'̂
可
く
、
，.又
資
淹
甚
だ
少
な
?
も
の
も 

杏
る
揭

.然
る
は
命
會
妣
於
刺
乎
を
仕
拂
ふ
に
際
し 

所
得
說
額
丈
控
除
し
之
を
政
府.に
»
付

す

.る

場

合

に

は
 

利
子
受
取
人
の
所
得
の
大
小
に
拘
はa
ず
凡
て
：

g
1

襁 

#
を
課
す
る
こ
S
ビ

な
-'
|
>
が

故

狀

甚

だ

七

き

不

羅

を

生
 

ず

る

奮

免

机

ず

 

o

;,.
'

:

'■.
-:
ブ
.
.
一
:

.

.

.

.

.

.
^

、
.

»

 
德
‘-A
m

一
 

双
九



镔
八
餘

2

0
七
0
}

雜
錄
米
國
聯
邦
新
所
得
税
法

然
る
に
此
至
難
な
る
問
題
は
近
時
英
國
に
於
て
解
決 

せ
ら
れ
た
る
處
に
し
て”
現
に
佛
國
に
於
て
も
之
れ̂

同

1

の
ほ
#
案
密
議
中
に
在
ぅ
？
此
新
方
法
は
亦
米
國 

新
所
得
a
法
の
採
用
す
る
處
に
し
てr
即
ち
新
税
法
に 

よ
れ
ば
所
得
税
ft
本

稅

^
。
1

は
5

S
附
加
稅 

XAdditionai 

or surtax} 

S
よ
A
成
り
？
前
者
は
其
率 

1

步
に
し
て
主
ど
し
て
a

源
法
に
よ
ぅ
凡
て
の
所
得
に 

1.

般

均1

に
課
し
、
後
漭
は
各
個
人
に
つ
き
其
全
所
得 

の
高
k
從
ひ
"
典
等
級
に
應
'じ
て
.务
異
な
る
率
を
赋
課 

す
る
特
別
稅
な
b
o
.然
£
ば
：§
の
»
方
法
に
よ
る
利
 ̂

如
何
ど
い
ふ
に
、
各
個
人
の
所
得
を
組
成
す
る
，各
部
分 

に
付
き
本
桃
を
附
加
す
る
が
故
に
事
實
の
精
確
を
期
す 

る
.を
得
？
 
く
、
加
之
之
に
よ
々
て
各
個
人
が.附
加
税
0
;
 

爲

め

に

な

す

申

吿

書

は

或

る

程

度

，ま

で

其

虛

僞

を

，防

北 

し
得
る
.が
故
に
國
庳
の
利
益
を
保
讓
す
る
上
に
於
て
大 

な
る
效
6

6

0尤

も

後

に

述

：ぶ

.る
が
如
く
此
の
遡
.源
：法 

は
國
內
.R於
け
る
凡
.て
.の
所
得
に
適
用
す
'6
を
.得
ざ
る
■

•0
み
な
s
f'
l
尙
.且
外
國
R
rc
,受
取
る
.所
得
に
錄
し
.て
，.

雙

镔

：：

ぐ1

六0

も
其
適
用
甚
だ
不
完
全
な'

る
が
故
に

"

上
述
の
國
庫K

 

對
す
る
利
益
保
！

|

は
必̂

し
; ^

充
分
^
い
ふ
を
得
ざ
れ 

ど
も
大
體
亿
於
て
此
利
益
の
存
す
る
は
疑
な
き
.所
な
办 

遡
源
法w

累
進
銳
率
制
度
ど
は
南
立
す
る
を
得
ざ
る
も 

}

の
€
思
ば
れ
た
ゐ
從
來
の
問
題
も
此
の
巧
妙
な
る
方
法

i

R
よ
-

CV

て
解
決
せ
ら
れ
た
る
；も
の
ビ
い
ふ
を
得
べ
し
。

' 

.
紫
進
税
率
を
附
加
税
に
適
用
せ.ん
ビ
す
る
に
は
其
0 

稀
率
の
高
低
を
如
何
な
る
點
に.®
く
可
き
や
は
又
議
論 

の
存
し
た
る
處
な
''
6

0
原
案
に
於
て
は
所
得11

萬
弗
以 

上
五
萬
®
以

下

は一

分

デ

五

萬

卵

以

上

十

^

郎

以

下

は
 

1 
一̂

。

十
^

■
»
上

に

對

し

て

、
は

3
分

？

な

せ

し

が

此
 

の

稅

率

は

：
1
:般

に

低

き

に

：
過

ぐ

ビ
な

し

.種

々

の

修

砠

畠
 

あ
.> し

後

結

局%
の
：如

く

決

定

し

た

办

o

.

.

.

.附

加
_

:
 

- 

■
” 

二

离

弗

以

上

苏

萬

弗

以

下

 

1

分 

:.
,

.五
萬
弗
以
上
七
离
S
千

弗

以

下

,

ニ
分
‘

..

 

:
:
.
:
,
七
萬
五
^
挪
以
：上
ホ
萬
鄉
以
下 

0

 

十
莴
弗
以
上
.
M

+

S萬
®
以

下

.

.

㈣サ

.

1

1十
五
萬
卵
'^
上

五

十

莴

弗

以

下
.五
分
：

辆
付
せ
レ
め
，其0
殘
額
を
«
び
：派
.

§
し
む
る
方
法
な
> 

五

十

麗

以

上

.

し
：；

六

分

'

_
而
し
^

»
の

方

：
法

の

論
_
ビ

す

る

處«
、

之

^
:
よ

も

て 

之
を
以
て
見
れ
ば
米
國
新
所
得
稅
法
の
最
高
率
は
全
麟
茈
直
な

.る
_
稅

者

を

保

：饑

し

：、

且

o
國

庫

の

收

入

を

増

'

加

せ

し

むる 
一
一®
の

利

益̂
.

irv

,̂
な

す

も

の

な
.

C
S
?

か

に
於
て
七
分
に
達
せ
さ
る
な
之
を
英
國
の
'所
得
說 

最
高
率
.

(
1

破
に
付
一
志
八
斤)

又
は
獨
逸
の
兵
役
稅
の 

最
高
率(

五
十
萵
馬
以
上
の
所
得
に
對
し.八
‘
^〕

R
if
c
す 

れ
ば
稍
低
き
杞
在
る
も
の
な
办
。
:

.

B

S 

0 
0
 

浚 

所
得
稅
の
避
定
及
徵
收
に
關
す
る
：新
稅
法
の
規
定
は 

米
國
に
於
け
る
從
來
.0
法
マ」

は
极
本
的
に
異
な
る/も
の
'
 

!

o
元
來
所
得
税
を
‘賦
課
す
る
に
は
大
別
し
て

11

種 

の
方
法
あ
-

^1

は
對
人
的
又
は
總
額
課
稅
法
ど
稱
し.
 

所
得
が
幾
多
の
源
衆
ょ
纟
收
得
裁
の
手
許
に
集
ま
る
場 

合
に
其
全
.所
得
額
を
^
吿
せ
し
め
，之
に_

»
す
る
も
の 

な
々
o
他
は
所
謂
遡
源
法
に
し
て
所
得
税
を
徵
收
ザ
る 

ぬ
際
し
所
#
を
受
取
る
も
0
ょ
令
せ
ず
し
て
，
各
所
得
，

の
源
泉
即
ち
支
挪
を
な
す
も0-
を

し

て

支

®

金

額

中

ょ
 

$
之
れ
に
相
當
す
る
所
得
枕
を
按
除
し
て
之
を
政
府
に

激
.八

卷

〈

一
〇
七1

)

雜
\;
錄

来

敏

聯
r{
5
新
所
^
^
'
^ の

獨
逸
の
如
き
政
治
及
行
軟
上
に
於
け
る
龃
織
訓
練
.の 

卓
越
せ
る
國
に
於
.て
は
；い
ざ
知
ら
ず
、
其
他
の
諸
國
化 

於
て
は
倜
人
の
#
吿
を
基
礎
^
す
る
純
然
たる
對
-A
的
へ 

總
額
課
稅
法
0
失
敗
に
.終
る
は
疑
な
き
處
に
し
て
財
政.
 

史
上
其
實
例
k
乏
し
か
ら
ざ
る
な
b

o
こ
こ
を
以
て
英 

國
に
於
て
或
る
程
度
ま
で
遡
源
法
を
採
用
し
た
る
を# 

め
ヒ
し
て
.
、
.漸
次
諸
國
に
之
に
倣
ふ
も
の
を
生
じ
昶
る 

|

は

皆

此

の

總

额

課

税

，
法

it
®
ぐ

，弊

害

を

除

去

せ

ん

纟

す
 

|

る
に
外
な
ら
ざ
るv
h
y
o
名
れ
ど
此
の
遡
源
法
を
最
も 

一
完
全
比
適
.用
し
仿
る
は
實
化
来
國
新
所#
税
法
な
$
ヒ
；
 

.
’す
0
, 

:
 

' 

•

w

-t
>
新
稅
独
R
ょ
れ
ば
各
個
人
の
所
得
紀
對
す
る
本.‘
 

稅
は
實
行
し
得
る
限4
其
の
源
.泶
に
於V

徵

收

才

ベ

：
き
ハ 

も

の

.
に

し

て
1
詳
言
す
れ
ば
谷
個
人
宛
湖
御
の
利
益
利

第
八
媿
./
_
: H

ハ1:
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笫

八

锫
a

o
七ニ}
雜錄米國聯郯新所得税法

第
<
魏

ニ

潤

及

ひ

其

他

の

所

得

に

，し

て
課
臃
ぜ
ら
る
べ
き
金
.額
0 

仕
拂
を
な
す
も
の
は
、
個
人"
商
店
？
組
合
"
會
社
其
'
 

他
如
何
な
る
結
社
たる
を
間
は
食
先
づ
之
を
な
す
以
前 

に
1
ヶ
年
©
所
得
三
千
沸
を
超
過
ず
名
、
利
子
、
«
子 

傳
給
，
賃
銀
、
報
酬
、
年
金.>
:其
他
定
期
的
の
利
益
、 

利
潤
及
所
得
ょ
り

本

税1
分
を
控
除
し
其
0

i

i 

取
A
に
#
渡
す
べ
き
も
の
な
h
o 

(

其

のj

ケ
，¥
の
壮
拂 

额
が
三
千
卵
に
逯
せ
ざ
る
時
は
之
れ
を
控
除
す.る
1を
要
‘
 

せ
ざ
る
な
ぅ
、
又
コJ

千
典(

又
は
四
^
弗)

.の
免
稀
0
恩 

典
に
浴
せ
ん
に
は
別
に
手
續
を
麥
す
る
こ̂:
後

述

：す

る 

處
の
如
し〕

o
又
其
源
泉
た
名
や
必
ず
し
も
所
得
の
原
仕 

0
^
0
$

,

そ
の
最
終
の
受
取
人
即
ち
祖
稅の
員
® 

翁
に
至
る
間
に
於
て
之
を
監
督
し
、
受ff
i
l
-り
、
又
は
.仕
.
 

拂
を
な
す
も
の
は
其
如
何
な
る
資
格
に
於
て
之
を
な
す 

や
を
問
は
す
凡

て

此

の

控

除

を

な

す

_

務

?>

る
も
'の
を 

す

c

但

し

此

場

合

r

ヶ

所

に

て

鈉

桃

せ

ば

足

る

規

定

.の 

存

す

る

は

勿

；

i

な
.
&

〕

0
尙

其

の'所
#
の

性

質

&|)
-
や

時
 

及

額

に

於

て
..

1

定
.せ

る

然

&
さ
'̂
場

合

R
は
其
の
源
泉
杞
於
て
控
除
する
を
幾
せ
ざ：

る
も
の
な 

i

o
如
斯
控
除
を
な
す
0
義

務

ぁ

る

は

其

：の
：
仕

•狒

高

が
 

三
^

*
を
超
.過
す
る
場
合
な
る
が
此
の
例
外
^
し
て
會 

社
.が
其
社
債
に
對
し
で
仕
拂
ぶ
利
子
、
及
外
國
杞
て
仕„
 

拂
«
斧
べ
：.き
外
國
偾
券
炎
株
式0
利
子
及
配
當
金
を
取 

立
つ
-る

場

合

忙

は

：其

の

額

；
が

1
1¥
§

を
超
過
す
る
や
否 

い
や
を
問
は
^
如
何
な
る
額
に
，對
し.て
も
祖
稅
を
控
除
：す 

べ
き
も
の
な
か
o
: 

パ
'--

:此
0
.駔
稅
を
控
除
す
：る_
務
は
次
0-
1
| 

J

個
の
場
合
 ̂

:は
適
用
な
き
も
の
な-
=
 ̂

(

ご
會
舭
の
株
式
忙
對
す
る
へ 

配
#
金

(

伹
し
合
衆
國
，に
營
業
せ
ざ
る.外
國
會
«:
を
除
.
 

.く)

之
れ
會
亂
の
純
録
极
配
當
す
る
ビ
續
立
す
る
ビ
に 

係
は
ず
凡
て
之
^
對
し
會
»
#
其
の
租
桃
を«

«
す
る
：，
 

が
故
«:
ダ
0 

0ー)

外
國
^
住
居
：せ
る
外
國
人
の
所
有
す‘
 

る
米
國
の
債
券
、
擔
保
付
債
權
等
其
他
之
れ
ど
類
似
の 

債
權
に
對
す
な
利
子
0
仕
拂
o (

一〗

0
凡

て

會

社

^

對

す
 

る
.仕

挪

：
，
會

社

'
は

其

0

所
得
の
明
細
表
を
提
出
す
る
の 

_
務
^
务
且
づ
\其
帳
鐵
は
收
税
官
が
之
が
檢_
を
¥

:

0'
便
あ
'

が̂
故
な
h
o 

,

.
之
を
以
て
見
れ
ば
遡
源
法
に
關
す
る
規
定
は.減
る
廣 

汎
な
る
も
の
に
し
て
數
個
.例
外0.
場
合
を
除
け
ば
凡
蚤 

他
人
の
所
得W

な
る
ベ
き
金
餞
®

仕
挪
を
な
す
も
の 

は
悉
く
適
用
さ
る
、
わ
.け
な
ク
o
'只
前
に
一
言

せ
る
如 

く
其
所
得
が
,̂
期

的

の

も

の

に

非

ざ

る

か
、
叉

は
»:
額 

が

一

定せ
ざ
る
場

合

に限
6
適

用

せS
れ
ざ
る
の
み
o
,
 

爾
租
稅
の

控

除

をS
K
Vた
’る
も

の

は

自&
興

寶

に任
せ.

仕
挪
は
際
し
粗
.
®を
f

し
.
政
府
に
是
が
訃
算
書
鉍 

織52

す
る
^
手
數
迄
鐵
風
紅
要
ず
る
 
一j 

€
大
«
1
も̂

-̂ 

办

る

に

拘

は
,&
中
法
_
が
此
§
點
记
關
し
何
等
0
保
隙

ざ
る
可
か
ら
ず9

外
國
ょ
A
利
札
、
小
切
手
，
又
は
爲 

替
手
形
の
方
法
に
ょb
利
子
又
は
配
當
金
の
取
立
を
な 

す
も
の
ば
政
府
の
免
許
を
受
け+さ
4
可
か
S
ず
等
其
他 

巖
重
な
る
規
定
を
說»
て
脫
稅
の
防
止
に
努
む0
.

遡
源
法
一
般
の
問
題
ビ
關
馨
し
て
攻
究
す
ぺ
き
は
、 

此
主i

其
恶
が
跟
し
て
健
全
な6
や
？
又
此
の
法
極
の 

實
施
を
容
易
た
&
し
む
ベ
き
が
&
上
の
方
罾
㈨
何
の
ニ 

點
な
&
o
. 
一
 

;

■

遡
源
法
t
對
す
る
批
雛
中
先
づ
研
究
す
べ
き
は
、
此 

法
に
於
て
は
所
得
.の
源
皋
化
る
地
位
^
あ
，る
名
の
は
諸

笫

八

潘
C
.
1
0
S
1
}

雜
，

錄
パ
米
國
i

断
所
得
稅
•

を
與
へ
ざ
る.

は̂

都
合
な
办
S
云
ふ
に̂

办
o

さ
れ
ど 

|

 

.

玆
に
注
意
す
ベ
き
は»

,

に

於

で

か

か

る

黐

^
.
を

負

擔
 

す
る
は
多
：く
の
場
合
會
社
な
卜
0 ,

然
る
に
會
社
は
所
得. 

糠
臓
課
に

■

際
し
て
"
其
の
負
債
の
利
手
を
所
得
中
ょ

6

 

控
除
す
：る’

こ
ビ
を
許
さ
れ̂

b

o

,

之
れ
歐
洲
露
國
の#

 

.

社
に
於
て
見
る
こ
^
.
を
得
ざ
る
特
典
な
る
が
故
に
前
述 

の
.

掂
雛
は
少
な
く
ビ
も
會
社
の
場
合
に
は
當
&
ざ
る
も 

の
マJ

S .

ふ
を
得
べ
し
？

次
に
間
題
^
な
る
は
所
謂
，免
a
文
句
#
社
債
^
な
り 

こ
は
社
.債
又
は
利
札e

對
.し
將
來
赋
課
せ
&
る
べ
き
祖 

稲
^
會
社
自
身
が
往
拂
ふ‘こ

を

約

し

て
.發
行
し
t2
る 

社
債
な
此
：
の故

^
新稅法

.
Q

下

^

あ

ク

て

ぼ

會

社
 

.

1
 

&

_«;
を

仕

#
.
ふ

の

外

何

等

の

餘

地

を

存

せ

ざ

る 

■;
.
.«
な

？

其.結
集
ビ
し
で
1

が
祉
懷
券
所
有
费
に
課
ぜ-
 

ん
^
し
た
る
粗
稳
は
實
際
に
於
て
會
社
に
對
す
る
龈
稅

笫
八
練
;:
'

、

H
C
H
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八
怨
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(

1

0七
！！
)

雜
錄
，
米國聯邦新

i

g

法
 

ゼ
な
り
典
0
1的
を
逸
す
る
こ
^

:
な
る
な
办
0 

‘

：

新
犹
紙
は
此
0
點
忙
注
.意
し
.將
來
發
行
せ
&
る
.べ
き 

社
衡
券
に
は
、.
.か

、

る

文

句

を

附

す

る

も

之

を

無

效

.ご 

す
る
の
规
定
を
镫
き
た
れ
と
も
フ
現̂
荐
ず
る
も
以
 ̂

付
て
《
之
を
其
儘
に
な
し
を
き"
'以

て

非

立

.
憲

の

雜

を
 

避
け
た
り
。
然
れ
と
も
單
に
將
來
發
行
せ
&
る
べ
き
社 

偾
券
に
付
て
云
へ
ば
、.
之
忙
免
桃
文
句
を
付
す
る
ゃ
否 

や
は
_經
9*
上
よ
h
す
.る
も
、
.財
'政
上
.よ
^
'す
る
も
何
等
..
 

の
楚
異
あ
る
こ

.VJ

な
し
0
何
ん
ご
な
れ
ば
若
し
將
來
發 

行
せ
ら
る
ベ
き
，社
偾̂

に
菇
桃
文
句
を
附
す
るS
&:
は
.
 

之
に
課
せ
ら
る
可
き
租
稅
は
資
本
に
還
元
せ
ら
れ
て、. 

興
社
債
の
賣
價
は
然
ら
次
る
場
合
よ
か
も
を
れ
丈
高« 

ビ
な
ら
ざ
る
を
得
ず0
隨
て
會
社
の
侧
よ
ぅ
■見
れ
ば
免 

税
文
句
付
社
僙
ば
每
年
仕
拂
ふ
べ
き
租
晚
を
補
ふ
に
足 

る
丈
の
高
價
を
以
て*
却
し
得
ベ
く
、
又
個
人
間
に
於 

け
る
粗
稅
負
微
の
弗
等
て
ふ
點
よ
ム
觅
る
も
買
主
は̂ 

得
穂
を
仕
柳
は
ざ
る
も
、
其
の
.租
税
は
還
元
さ
れ
て
代 

僭
の
中
に
加
は
る
が
故
に
そ
れ
丈
高
價
を
仕
拂
は
ざ
る

维
八
_
" 

H
S
: 

.

を
#'
す
。
結
局
何
れ
ょ
ヵ
す
る
も
何
等0.
實
質
上
の
_ 

興
を
生
ず
る
こ
e
な
し
o
‘さ
；
れ

ど

此

の

作

用

は

现

に

#'
.

.

在
せ
る
.數
.十
@
の

此

種.の
社
債
'に
は
遵
む
を
#
さ
.る
，
が-
 

故
に
隨
て
新
稅
法
.の
下
に
て
は
會
社
は
非
常.忙
其
负
_ 

一
を
加
重
せ
&
る
る
こ
.
^
. 

VJ

な
.々

、
.
反

之

社

債

所

有

卷

缽
 

\

全
ぐ
所
得
稀
を
免
か
る
，V
? 

Sな
る
ベ
し
。‘

I

か
か
る
關
係
ょ
h
し
て
薪
稅
法
案
の
討
議
中
、
會
社*
 

を
代
表
せ
る
議
員
中
に
は
之
に
代
は
る
べ
き
方
法
を« 

議
し
た
る
も
の
わ
办
,°
即
ちm

 
く

『

遡
源
法
の
自
的
^

|

す
る
處
は
4*
^
し
て
脫
稅
を
防
止
す
る
に
あ
が> 
果
し 

一
て
然
&.
ば
此
目
的
を
達
ず
る
に
は
必
ず
し
も
所
得
の㈱

へ
 

|

泉
た
る
地
位
に
.あ
る
も
の
を
し
て
粗
稅
を
鈉
付
せ
し(/ 

I..

る
必
要
6
る
こ
'̂
な
く
、
寧
ろ
此
者
を
し
て.其
支
怫
に：

^
關
す
る
詳
細
の
報
街
•を

な

さ

し

む

る
の
簡
便
に
し
て
且 

つ
iR
當
な
る
に
如
か
すj

ヾ

」
o

此
の
所
得
の
M

m
た
る
,0 

位
に
在
る
も
の
に
祖̂

控
除
の
_
務
に
代
ふ
る
に
報
侮 

を

Hて
す

る
方
法
は
伊
太
利
に
於
て
始
め
て㈱
ff
l
せ
を 

れ
し
も
の
に
^
^
/ 

Infbrmado

!3.

氐 

*source 
“
^
も
猶

す
可
き
も
の
な
6
0
:此
方
案
は
起
草
潘
を
動
し
採
用
せ

• 

ら
れ
ん
ビ
し
た
り
し
も
、
此
の
方
法
が
果
し
て
炉
く
の'

如
き
目
的
を
遨
し
得
る
，や
疑
ぁ>
9 
^
し
て
侬
然
普
通
の 

所
謂
遡
源
法
を
維
持
す
る
こ̂

^
な
れ
5

0
'

.

最
後
に
新
桃
法
實
施
に
伴
ふ
徵
收
細
則
を
觅
る
に
其

j 

主
な
る
も
の
は
®
明
書
添
付
の
規
定
な6

0
即

ち

債

務\

翁
^
る
會
妣
が
其
の
社
債
其
他
之
ビ
類
似
の
負
偾
の
利 

子
の
仕
柳
に
際
し
所
得
稅‘を
差
引
か
ざ
る
時
は
，
取
立 

典
他
の
.目
.的
に
て
利
札
を
^
取
り
：た
る
#
湖
の
銀
行
、
.

信
記
會
祉
、
又
ば
其
他
の
潜
は
租
桃
を
按
除
し
、
猶

明

I 

書
を
作
り
之
に
詳
細
を
記
入
し

V

翌
月
卄
R
ま
で
に
地
一 

方
收
.税
官
に
提
：

±
1

す

、へ
き
も
®
.

^
^
'
'
'
"
" 

|

會
ft
利
子
以
外
の
所
得
に
付
て
ば
其•規
定
&
單

に

し\

て
所
得
の
仕*

を
な
す
潘
は
其
年
に
於V

仕
拂
の
總
額 

が
三
千
那
以
上
達
す
る
ま
で
は
控
除
す̂.
を
要
せ
さ
る 

な
&
。
又
所
得
を
受
取
る
漭
は
勸
税
を
控
除
す
る
會
社 

興
他
の

«

に
對
し
て
三
千
诹(

又
味
四

'

千
弗)

を
免
桃
ミ 

す
べ
き
こv

j

を
請
求
す
べ
く
*
然
る
時
は
只
典
絕
稅
點

.
猶

八

怨

(
T
o

七
S
 

:
:雜
'

繳
来
國
聯
邦
新
肺
得
税k

 

,
を
超
過
す
名
高
に
對
す
る
，租
晚0
み
抑
留
さ
る
る
も
.の
•，

.̂
.po. 

■
 

r 

■
 

' 

'

新
龀
法
は'千
九
西
十
三
年
三
丹

1

日
以
後
の
所
得，
^
 

對
し
實
施
せe>
:
れ
れ
る
も
の
な6

0
但
し
a

源
法
^
ホ 

る
規
定
は
其
效
舉
を
既
牲
に
遡
ら
じ
む
る
を
得
ざ
る
が 

故

に

同

年

十1

月一

日
ょ
y

施
行
せ
ら
れ
れ6
0 

徵
收
細
則
抝
關
す
る
其他
の
0
&

.
行
政
的
規
定
中
尤
も
興
味
あ
る
は
秘
密
嚴
守
に
關
す■
 

る
も
の
な
办
o
合
衆
國
-の
宫
班
又
は
官
廳
の
麗
は
ク
所 

得
申
吿
書
記
截
の
事
項
は
如
何
な
な
ご
と
ビ
雖
も
之
貪 

他
へ
®
す
を
得
^

P
又
別
に
®
む
る
處
に
ょ
る
外
、
‘如 

何
^
る
人
.̂

も
其
©
告
書
.を
_
覽
せ
し
0
る
こ
^
.を
# 

す
。
且
つ
所
得
啦
吿
書
.に
關
す
る
寧
項
は
何
人
も
之
を 

騰
寫
又
は
印
刷
し
、.
‘又
は
發
行
す
る
i

f
を
禁
ず
9 

-

 

,
.
.
會
社
の
啦
吿
書
は
之
に
反b
公

け

の

性

質

を

有

す

‘
る 

%'
0
な
ダ
が
飲
(;
:
大
統
慨
0
命
令
忙
ょ
办
霊
の
宛
^

:る
：處
^
從
ひ
之
•
閱
鹽
す
る
f
ビ
を
許
し
た
6
0
:
.
又
：

j: 

般
所
得
稅
を
g
IR
す
る
州
の
當
該
官
SX
に
'̂

典

知

事

の

第
.八

蹲

へ

ブS

S
:
、
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瑢
八
•魅

2

〇
七
六)

雜

鲦

米

亂

聯

舐

新

膠

傲#
淡
，

請
求
办
るS

は
■，之

を

歸

餞
.^
.る
T
i
w
J
を
^
せ
，
か.o
.
-

 

前
年
に
於
て
|ー|千
»
以
i
®.
.所
得
^

>
f2
^
*
.
»
3

 

甩1

w
迄
に
其
記
載
事
項
0
相
違
及
|

>
ビ
ー
を
宣
誓
又-
 

は
確
認
し
れ
る
#
街
書
を
其
居
：住
狐
又
は
主̂

る
.營
業 

の
場
所
圮
於
け
る
收
稅
官
忙
提
出
す
べ
き
も0
ヒ
す
0
.

一
 

但
し
個
人
に
し
て
夂
所#

«'
弗
S

 
?

进
つ
其
所 

得
の
全
部
か
會
«
の
配
當
金
又
は
，紙
に
其
源
截
に
於
て
、

I. 

租
稀
を
控
除
さ
れ
た
る
收
入
ょ&
な
る
時
は
.此

義

務

をI 

免
除
さ
る
o
此
_
吿

を

怠

又

は

拒

み
^
る
，も
の
は
は 

ニ
十
卵
以
上
千
沸
以
下
の
翁
金
を
課
し
尙
粗
稅
の3£
,
_

を
僧
徵
す
。
：.脫
稅
の
@.
的
を
以
て
虛
僞
の
.
街̂
を
な
：し
.I 

た
る
者
は
ニ
千
#
以
下
の
窗
金
又
は

一

年
以
下
の
禁
働 

の
刑
に
處
し
又
は
爾
者
を
合
せ
て
課
す
、
且
つ
其
起
碗
：

I

一
 

«
用
を
も
支
»
せ
し
む
0 

‘

會
祉
は
串
吿
忙
關
し
次
の
ニ.ッ
.
©方
法
中〗

を
選
ぶ
，

こ
ビ
を
得0

即
ち
も
し
%
ff
i
の
歷
の
年
度
に
ょ
.
^

V

て
#: 

吿
書
を
提
出
し
た
.る
.時
は
、
：六
.爲

1
日
迄
记
»
称
吿
.知
.
 

を
'受
け
同
2
十
0
.堪
^

«
付
す
べ
き
も
-©
^
す
0
_、若
又

，會
，計
#.
® 

ょ
6
:て
.审
锻
を
な
：̂
炫
る
時
«
串
^
»
日 

.後百
：！： 

lTh
'
H 

納
付
す
ベ
き
.も

穿

す
。
..辆
稠
斯 

日
及
收
税
官
の
督
促
期
間
十
日
.を
經
過
し
辆
付
せ
ざ
4 

.時
は
利
子
の
外
尙
宄
分を
增
徵
せ
、b
S
.
9
M
W
M
が
®J 

.0
K

中
吿
を
怠
S
又
は
ff
i

み
た
る
時
又
は
虛
傲©
_
错 

を
な
し
た
る
場
：合
に
.は
一
旖
弗
以
下
の
罰
翁
を
赋
課
せ 

右
る
る
外
、.尙
_
吿
-̂
+怠
>
^3?
;

«
挺
み
：̂
る
時
«
#
告 

:

高
を
2£
割
增
加
し
、
虛
偽
の
場
合
忙
は
十
割
を
增
加
す0
 

叉
虛
«

©
申
吿
を
な
し
お
a.
會
社
の
役
員
«-
| .1

千
®

0 

罰
金
又

は1

ヶ

年
.@
'禁
_

又
.は
両
卷̂

し
て
課
^-
&
.
る 

駔
稅
徵
收
規
定0
颇
る
.峻

嚴

な

る

を

見

る

べ

：
し

？

六
'
結
,'
_
 

:

千
九
百
ホ
一
ー
！年
の
所
得
稅
法
は
笼
全
な
る
もQ

R
非
.
 

中
、
其
規
m
不
明
暸
に
し
て
行
政
官
又
は
裁
利
所
の
解 

釋
を
要
す
る
點
少
な'しV

J

せ
^

o
加
之
脫
漏
の
弊
あ
る 

ぐし
共
は
、.
又
.コ' A
ミ%

シ
'
> ン
.
の

寄

を

蒙

み

ね

る

處

な
 

き
紀
非
す
o
さ
れ
ど
法
律
制
定
の
前
後
に
於
て
加
へ&

.4a
fe
存
論
.評
：̂
に
は
頗
る
#
當
を
失
.
^
る̂
も
0
少
な

1!III
II

J 'I:I
kII
m

f
t
-
例
之
所
得
襁
赋
課
妃.條
ム
て
.

§
:

及
其
他
當 

め
る
州
は
他
ビ
其
取
锻
を
異
紀
せ
魯
名
对
ら
繁
苳
牴
し 

作
る
が
如
き
之
な5

0
勿
論
現
行
法
は
此
點
紀
關
し
何 

等
の
：區
別
をな
さ
ず
、

.隨
つ
て
紐
育
の
.細
き
資
産
家
多 

き
處
R

て
は
他
の
州
よ
り
：‘も
所
傲
挽
切
納
入
高
多
き
わ 

け
な
6

-0

^
れ
ど
こ
れ
當
然
虹
し
て
啊
人
ぞ
靡
名
關
槐 

0

大
部
分
が
細
育
港
よ-V

徵
收
さ
名 
>
が
故
に
此
の
關 

桃
を
以
て
.不
當
®

b

^な
す
も
©

恐
ら
'

V
*

な
か
る
可
^

.

新
稅
法
を
以
て
社
看
ま
義
的
色
彩
を
帶
ぶ
る
も
の 

な
^
\ビ
す
る
玫
擊
も
亦
«
據
を
有
せ
ざ
る
«
說
^
し
て 

排
すV

き
も
の
な
6

0
尤

も

課

稅

金

額

に

'
等

級

を

附

し
 

允
れ
ど
も
、
其
最
高
税
率
の
他
國
の.そ
れ
よ
.

CV

も
低
き 

こ
マ
し
は‘既

に1

言
せ
し
所
の
如
じ
。
又
免
税
點
が
高
き 

に

過

い

ふ

批

難

は

二
*
尤
も
ね
間
^
れ
，ど
も
少
し 

く
#

.̂
れ
ば
其
當
ら
ざ
る
こ̂

,を

知

る

べ

：し
0
何
ど
な 

れ
诚
新
稅
法
の
免
视
點
に
關
す
る
規
婼
像
大
體
從
來
米 

國
R
私

は

れ

た

る

薇

稅

方

釺

ミ」

致
す
る
各
の 

な
.
^
p米
國
各
州
其
他
地
方
歲
入
«
其
基
礎
を
主
ミ
し

第
-A
l
 

(

3

七
^J

灘
‘

錄

米

闕

_
邦
辦
所
得
銳
後

.
而
其
の
課
桃
法 

0
虫

義

：が
：
財

產

を

蓄

續

す

る

を

#
ざ

か

し

人

を
?&
¥

 : 

る
に
あ
る
こ
^
.論
を
俟
^
ざ
る
處
S
务
。
然
る
に
米
國
、
 

に
.於
：て_111

千
弗
の
所
得
あ
る
も
の
は

. «
大
部
^
は
，日
常 

|

坐

活

に

：
之
.を

：消*
し

餘

す

處

な

.し
^
.せ
ば
、
現
行
法
に 

於
て
，

一

二
千
弗
以
下
の
«

#
に
»

し
課
練
を
免
除
す
る
は 

結
烯1

般
财
產
_
赋
課
代
於
け
る
免
稅̂

同1

に
歸
着 

\

す
る
'も
の
^
云
は
ざ
^

%
得
中
0 
'蓋
し
一
一一
千
#

以
Jb
の 

|

:所
得
な
き
も
の
は
何
等
貯
辑
の
餘
裕
な
き
が
故
に
又
財 

.產

練

を

も

負

爾

す

る

•
こ

^
.な

きto
'け
な
女
。
事
實
三
千 

\

弗
，の
所
得
.?>
る
も
の
が
瓶
常
其
全
部
を2
1常
生
活
に
消 

j

凝

す

る

や

不

：

1や

は

：兎

钇

焭
"
来
國
0
如
き
生
游
程
度
0 

向
上
甚
だ
し
き
國
化
於
て"
.ょ
;1
>
多

少

の

.餘

裕

あ

办

ビ
 

す
る
も
*

な
る
蓄
欖
を
な
す
能
は
ざ
るは
明
か
な
&

o ‘
 

此
點
ょ
々
見
れ
ば
此
：称
法0
免

稅

.點

が

比

較

的

高

き

亿
 

f

ぢ

な

す.論
：«
其
當
を
得
ざ
：る
％
如
し0
俨
0
铯
税
''
'
 

0
親
定
を
全
廢
す
る
か
、
又
は
典
の
免
稅
點
を51
下
げ
V 

含

：す
务
諭
者
«■
自
B
.の
所
論
が
從
來
f

財
政
制
度
.

第
八
琥
V

1

六
七
.
.
.



辦
八
：命

へ

ー
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七
-6
雜

.凝
裔
漂
新
.
所得税探

の
根
底
を
な
せ
る1

般
财
產
稅
の
理
■論

？
矛
盾
す
る
も 

:.
0

な
,̂
こ
ど
を
忘
却
せ
る
も
の
な
6

0
要
之
、
三
千
典

の

邊

殘

は

從

來
s

£

5
馨

6
れ
し
财
政 

上
の
公
正
ど
*|
反
す
る
も
の
に
非
ざ
る
な
り0 

-

新
所
得
税
法
の
®
際
の
觖
點
.は
是
等
の
點
ビ
與
な
れノ
 

る
他
の
方
而
に
桴
す
。先
づ
.第T

に
指

摘

す

べ

き

缺

點| 

ば
菊
税
^
ヵ
原
>;
«
課
稅
法
を
採
用
せ
ざ
P
し
こ
.

| 

.

.換
«
す
れ
ば
勞
费
所
得
ビ
不
勞
費
所
得

(

又
は
財
產
所」

 

得

;̂
動
勞
lr
得
.

)
.VJ

を
^
別
す
.る
こ
.ビ
.
な

く

全

く

同
.

|

一 

桃
.
#を

！

I

し

た

こ

ど

之

な
b

o
尤

も

其

-
の

考

は

全

く

な

一
 

'&
R
非
ざ
h
し

も

其

主

意

充

分

了

解

，
せ
：

&
れ
ざ
^

©V

し

が\ 

如
く
且
つ
案
の
通
過
を
急
ぎ
た
る
た
め
此
事
は
遂
に
顧
 ̂

み
る
暇
?>

ら
ざ
ぅ
し
如
しo

抑
々
!i
>j
»
J
J
^

^

^
0"
英
國：

.\

,
 

$
丨»

#
せ
ら
る
や
久
し
き
も
の
な&
L/
が
、
遂
k
^l
M 

踝
桃
法
に
先
ち
■て
實
施
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